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はじめに 1）

中世ネーデルラント経済史の泰斗 W. ブロックマンスは、都市と国家との関係を論じた研究において
次のように述べる。中世から近世初頭における西欧の領邦君主国家が「近代国家」として発展する過
程では、それが実は軍事的な意味で「封建国家」としての属性をなお強く帯びており、本質的には資
本主義国家とは全く異なるものであること、集権的官僚制を必要とする近代国家による戦争は、同時
に戦費目的の課税を膨大なものとすること、高度な都市的ネットワークの発展は、経済的世界を形成
して当初君主国家の成長の糧となるものの、その資本主義的成長はやがて財政支援を求め続ける君主
国家の論理とは対立し、国家権力の伸長には逆に阻害的となっていく、と（Blockmans, W. ［1988a］ 

p.178-180）。
筆者は、近代国家形成過程の諸問題という大きな命題のうち 2）、都市と国家という視点から幾つか

の考察を続けてきた。その中では中世ブラバント都市ブリュッセルを主として取り上げ（藤井［2007］：
［2011］：［2016b］）、近代国家の可逆的形成過程の一端を描く試みを行った。本論文はそうした考察の
一部を形成する。つまり、1430年にブルゴーニュ公フィリップ＝ル＝ボンが統治を開始する前のブラ
バント公領における都市と君主との関係を、これまでのように１つの都市のみを対象とするのではな
く、諸都市を全体として見ることで捉えようというのである。

中世後期のブラバント公領には有力都市がひしめき、領邦君主はそれら全てに対応する必要があっ
た。従って、上記ブロックマンスの措定する命題を検討するには、諸都市を一群のものとして扱わね
ば、十全な結果を得られないのである。ただし、そうした考察をここですべて行うには紙幅の制約が
大きい。そこで以下ではそのための予備的考察として、まず12世紀末から15世紀初頭に至るブラバン
ト諸都市と公権の関係を概観する。経済的・政治的成長を遂げるブラバント諸都市が、その過程でブ
ラバント公政権とどのように対峙したのか。その推移を予め通時的に理解しておくことで、近代国家
形成過程における君主と諸都市の詳細な関係理解をより容易にしようというのが、本稿の目的である 3）。

中世後期ブラバント公権と都市
―近代国家形成過程における君主＝都市関係の予備的考察―

藤 井 美 男

1 ）	本稿では末尾に文献目録を掲載し、引用の際は、当該文献の編著者名と発表年、頁数を文中に挿入して示す。また、地
名は現在の現地表記を原則とし、君侯の呼称は複数言語があり得る場合、仏語読みに統一している。

2 ）	これに関する先行研究は膨大な数に上る。ここでは、1990年の総括的な仕事（Genet ［1990］）とそれ以降の研究を列挙
するに留める（Actes ［1993］/Blockmans, W. ［1993］/Genet ［1996］/Actes ［1997］）。

3 ）	従って、本論文各所で言及する論点の詳細については別稿で掘り下げる予定にしている。
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第１節　「良き都市」の群立から７大都市へ

（1）「良き都市」の出現
中世ブラバント公領はあまたの都市的集落を数えるが（【図１】参照）、それらは君主たるブラバン

ト公に直結した都市と、公の家臣である在地領主に従う都市の２種類に分かれていた。前者の性格を
持つものとして最初に史料中言及されたのは1194年とされる。同年ブラバント公アンリ１世とフラン
ドル伯、エノー伯およびナミュール伯との和平交渉において、貴族層に続き証人として代表者が列席
した９都市―アントウェルペン Antwerpen・ブリュッセル Bruxelles・レウヴェン Leuven・ニヴェル
Nivelles・ジャンブルー Gembloux・ティーネン Tienen・ザウトレーウ Zoutleeuw・リール Lier・ジョ
ドワーニュ Jodoigne―がそれである（Favresse ［1938］ p.374-376） 4）。また領主に服属する都市として
は、アールスホット Aarschot・ブレダ Breda・ディースト Diest・ホーフストラーテン Hoogstraten・

4 ）	ただし、ジャンブルーとジョドワーニュはすぐにその政治的役割を失ったため、その後もブラバント公を領主とした
のは他の７都市である、という（Godding ［1973］ p.98）。

【図１】中世後期ブラバント公領と諸都市
* 藤井［2011］p.139より作成
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テュルンハウト Turnhout・ジヘム Zichem などが挙げられる（Van Gerven ［1988a］ p.386） 5）。
公権に属す諸都市はやがて「良き都市」bonnes villes, goede steden と呼ばれるようになり、その数

を増してゆく。それらが必ずしも常にかつ明確に「良き都市」として呼称された訳ではないものの 6）、
13世紀以降はその数が十指を超えるほどになったことは疑いない（Van Uytven ［2004c］ p.118-120）。
1213年のアンリ１世の公令（Favresse ［1938］ p.376）においては上記９都市に、ス＝ヘルトーヘンボス 

’s-Hertogenbosch・ジヘム・アールスホットが
加わり（Van Uytven ［1987a］ p.118-119）、また、
1464年のブルゴーニュ公（ブラバント公）フィ
リップ＝ル＝ボンが招集した議会でも、12都市
が列挙されているのだ（Van Gerven ［1988a］ p. 

393-394） 7）。
いずれの属性を持つ都市においても、多くの

場合13世紀後半以降とりわけ14世紀に入ってか
ら、人口や経済成長を確認することができる

（Van Uytven ［1987b］） 8）。その原動力となったの
は、大河川 9） と海洋へ近接するという地理的条
件をも利しての（Blockmans, W. ［1988a］ p.174: 

［1988b］ p.6）、南ネーデルラント諸邦ほぼ全域で
見られる毛織物商工業の発展であった（【表
１】） 10）。そうした早熟とも言える人口と経済の
成長は、後述する通り、各都市の政治的・法的
権力の源泉となった 11）。1430年のブルゴーニュ

5 ）	領主権に服す都市については、「領主都市」をテーマに掲げた第８回ブラバント都市史学会（Bosman ［1988］）を見よ。
6 ）	例えば、リエージュ司教や在地領主の権利が複雑に絡んでいたメヘレン Mechelen をブラバントの有力都市と捉えるこ
とができるのは1315年からである（Avonds ［1970］）。また、ニヴェルもブラバントの「良き都市」と表現されるのは、
1332年頃からとされる（Hoebanx ［1963］ p.391）。

7 ）	 1464年に記されているのは、レウヴェン・ブリュッセル・アントウェルペン・ス＝ヘルトーヘンボス・ティーネン・
ジョドワーニュ・ヴィルヴォールド Vilvoorde・マーストリヒト Maastricht・ザウトレーウ・リール・トゥルンハウト
Turnhout・ニヴェルの12都市である （Blockmans, W. ［1968］ p.104-105）。

8 ）	本稿の時代射程外ではあるが、ブラバント諸都市の13世紀に至る初期的成長については右の諸論考を参照されたい
（Bonenfant ［1953］: ［1962］/Van Uytven ［1983］: ［1987a･b］/Despy ［1968］: ［1969］: ［1973］）。
9 ）	ブラバント公領は、スヘルデ・ゼンヌ・デイレ・マースなど大小河川に恵まれた地理環境にあった。【図１】参照。
10）	中世後期南ネーデルラントにおける毛織物商工業の発展史については、もはや贅言を要しないであろう。ここではブ

ラバント諸都市について、まず総論としてヴァン＝アゥトフェンの論考を挙げ（Van Uytven ［1976b］: ［2004c］ p.121-123）、
個別都市については以下の研究を示すに留める。レウヴェン（Van Uytven ［1980］ p.159-170/Avonds ［1985］）、ブリュッセ
ル（De Peuter ［1979］/Baerten ［1979b］/ 藤井［2007］ p.179-210）、アントウェルペン（Asaert ［1973］/Van Uytven ［1986］/
Van Gerven ［1988b］）、メヘレン（Van Uytven ［1965］/Peeters ［1984］/ 藤井［1998］ p.137 sqq.）、ヴィルヴォールド・ザウ
トレーウ・ティーネン・ディースト （Peeters ［1972］: ［1982］: ［1988］: ［1989］）、ヘーレンタルス Herentals （Verellen 

［1955］）、リール（Grootaers ［1993］）。
11）	この関連で、13-14世紀エノー伯領に関しヴァランシエンヌ Valenciennes・モンス Mons 両都市を分析対象として、君主

権と都市の自立主義の相互依存関係を主張する論考（齋藤［2016］）を挙げたい。

【表１】毛織物輸出都市の成長

1350-1375 1375-1400 1400-1403
Leuven ○ ○ ○
Bruxelles ○ ○ ○
Mechelen ○ ○ ○
Lier ○ ○ ○
Antwerpen ○ ○ ○
Diest ○ ○ ○
Aarschot ○ ○ ○
Tienen ○ ○ ○
Vilvoorde ○ ○ ○
Zichem ○ ○ 　
Herentals 　 ○ ○
Bergen op Zoom 　 ○ ○
’s-Hertogenbosch 　 ○ ○
Kontich 　 ○ 　
Turnhout 　 ○ ○
Rumst 　 　 ○
Duffel 　 　 ○
Walem 　 　 ○

* Van Uytven, R. ［2004d］ p.174 より作成



－54－

経　済　学　研　究　　第83巻　第５・６合併号

公による統治開始まで、脆弱なブラバント公権と有力貴族の欠如という政治的環境の中で 12）、有力都
市はその複合的な権能を都市外へ大きく拡大していくのである（Van Uytven ［1976a］ p.96-97）。

（2）７大都市体制―13世紀後半～14世紀前半―
11-12世紀のブラバント公領は、公権による安定的かつ均質な支配からは程遠く、公の直轄領以外に

封臣たちの支配地が多く混在する様相を呈していた 13）。また、外部の君主権が浸潤しているところも
あり（Ganshof ［1934］ p.87-89）、ブラバント公は政権安定のために、軍事的・財政的支援を当初は領主
層に求めていた（Van Uytven ［1976a］ p.94-95）。しかしながら、12世紀から13世紀にかけて成長を遂げ
てきた都市が貴族権力を次第に上回り始める （Blockmans, W. ［1988b］ p.5-6）。

都市の勢力増大につれて―1194年に列記された前述９都市の例を見よ―、12世紀後半以降在来貴
族・領主層の地位は次第に低下し、ブラバント公への対抗力を失っていった 14）。こうした情勢変化は
ブラバント公に有利な作用を及ぼした。領主層に依拠せずとも、新規の都市法や特権の付与によって、
諸都市から財政的・政治的支援を引き出すことが可能となったからである 15）。13世紀以降有力諸都市
は、「良き都市」という属性は保ちつつも、公に対するそうした貢献の代償として、次第にその自律性
を高めることに成功する。

そのことは公権を執行する都市代官との関係に典型的に見て取れる。ブラバント公は、領内の一定
地域を統治する代官職―アマン・メール・バイイ・エクテートなど―を有力都市内に配属した 16）。当
初これらの役職は都市民ではなく、ブラバント公の家人層に与えられていた。彼らは都市参事会の司
法活動を統括し、公の徴する税の収受や管轄領域内の治安維持などを担ったのである（Godding ［1973］ 

p.98） 17）。しかしながら、13世紀に入ると家人層ではなく、有力市民（＝都市貴族）あるいは貴族層の中
から公が任命するというように、都市側が一定の任命権を獲得するようになった（Godding ［1973］ p.103）。

それでも、都市参事会は公の代官が市政へ過度に介入することを嫌い、その権限を抑制することに
努力を傾けている 18）。例えば、代官が都市民に対する裁判の執行を拒否し、都市側が公へその是正を

12）	本稿では、領主＝貴族層についての本格的検討はひとまず脇に置くこととし、ベルヘン＝オプ＝ゾーム Bergen op Zoom
をめぐる君主・領主・都市の三者関係を論じた論考（Van Ham ［1988］）を挙げるに留める。

13）	ブラバント公領成立史の概要については、Bijsterveld ［2004］ 及び Steurs ［2004a］ を参照されたい。
14）	領主層の権威低下は、主として都市的集落を含めた支配領地の分割相続、売却、婚姻などを通じた公領編入にあると

される。12世紀後半から末期にかけてのそうした具体的事例については Van Uytven ［1976a］ p.95-96を見よ。
15）	都市法域と特権の地理的拡大は領主層にとって大きな脅威となった。1213年ブレダ領主は、新たな都市法を得たヘー

レンタルスやテュルンハウトなどが、ブレダの都市民を引き寄せることのないよう、ブラバント公へ請願を出している
ほどである（Van Uytven ［1976a］ p.95）。

16）	ブリュッセル・レウヴェン・ティーネン・ワロン＝ブラバント・アントウェルペン・ス＝ヘルトーヘンボスに配され
た各領域管轄官については、藤井［2016b］ p.43-45で叙述している。特に12世紀前半ブリュッセルのアマン成立史をめぐっ
ては、Godding ［2001b］ p.30-31を見られたい。

17）	主として14-15世紀についてであるが、これら代官の市政関与、市内警護といった具体的な任務については、Kerremans 
［1946］ p.121-128, p.140-151を参照。

18）	新任のエクテートとアマンに対し、都市特権を遵守する旨の誓約を強制した、アントウェルペン参事会の次の事例を
見よ（1326年）。«… die scoutheete ende die amman selen altoes moeten sweeren, alsi eerst comen in dambacht, vore die sce-
penen van Antwerpen, dat si onse recht ende onser vorseiden stat privilegien ende rechte getrouweleke houden selen…» 

（Kerremans ［1946］ p.75）.
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訴求しても効果のない場合、都市参事会は代官に対する「裁判忌避」grève judiciaire の権利を行使し
た 19）。また、代官の不正疑惑に対して苦情請求を行ったり、当人に対して毎年査問を実施することさ
えブラバント公に認めさせているのである（Kerremans ［1946］ p.336） 20）。

こうした政治力の伸長は、前述した各都市の社会・経済的実力を反映したものであると同時に、他
方で諸都市の連携の結果でもあった。というのも、既に13世紀半ばにはブラバント諸都市は多くの利
害関係を共有しており 21）、外国での商取引上の安全保障、自都市と他都市民に対する法的保障、更に
はブラバント公への支援費用負担の公平性 22） などの定立を互いの重要課題と認識していた。これらの
解決を図るために、有力都市は次第に協力・連携を図るようになっていたのである 23）。そうした中、
アンリ３世死去後の公位をめぐる政情不安に備えるべく（Godding ［1973］ p.113） 24）、1261年７月26日
から1262年６月４日にかけて20ほどの都市が初めて公式な同盟を締結したのであった（Boland ［1944］ 

p.283-286/ Van Uytven ［1976a］ p.97-98） 25）。
結束と同盟の意思およびその成果を示す一方で 26）、これらブラバント諸都市は13世紀末以降徐々に

成長力格差を招来し始める 27）。そしてブラバント「７大都市」体制とも言える状況が現出する 28）。1312
年に６都市―レウヴェン・ブリュッセル・アントウェルペン・ス＝ヘルトーヘンボス・ティーネン・
ザウトレーウ―が後述するコルテンベルフ顧問院の構成メンバーとなり（Van der Straeten ［1952］ t.2, 

p.55）、1332年にはこれにニヴェルが加わって有力７都市（【表２】【表３】）を形成したのである（Van 

Uytven ［1966］ p.418-419/Van Gerven ［1988a］ p.389-390） 29）。これらのうちザウトレーウを除いて、６都
市は「首座裁判所」chef de sens, te hoofde gaan となっている（Kerremans ［1946］ p.30-56/Van Gerven 

19）	「裁判忌避」については、1290-1291年にジャン１世が発給したレウヴェン・アントウェルペン・リール・ザウトレー
ウ・ティーネンの各都市法に明記されている、と言う（Godding ［1973］ p.103, n.25）。

20）	都市による財政支援の見返りとしてジャン３世が認可した最初の査問が、1335年２月１日に行われた。そこでは、ボー
ドワン＝ド＝ウィルデなる人物の財産没収という結果が出されている（Bolsée ［1929］ p.XVI-XVII）。

21）	 1242年には７都市―アントウェルペン・ブリュッセル・レウヴェン・ティーネン・ザウトレーウ・ニヴェル・ディー
スト―が縮絨工の追放令に関して共同歩調を取る旨の合意を交わしている（Van Gerven ［1988a］ p.391）。

22）	ジャン１世以来ブラバント公は財政困難を極めており、公が必要とする場合の全額か、もしくは外国人金融業者へ借
入する際に必要な保証金をブラバント諸都市が支援している（Godding ［1973］ p.112）。

23）	例えば、1213年仏王フィリップ＝オーギュストとブラバント公アンリ１世との協定文書には、レウヴェン・ブリュッ
セル・ニヴェル・ティーネンの４都市が証人となっている（Favresse ［1938］ p.376-378）。また、1244年には公アンリ２世
がある城を購入する際に６都市（レウヴェン・ブリュッセル・アントウェルペン・ス＝ヘルトーヘンボス・ティーネン・
ザウトレーウ）が証人として立ち現れている（Favresse ［1938］ p.408-409）。

24）	直系の子供たちがまだ幼く、また、アンリ３世は世継ぎに関して明確な遺言をしていなかったため、彼の異母兄弟や
従弟といった有力人物が次期公位を主張したのである（Boland ［1944］ p.282）。

25）	ただし、その後14世紀中1313年と1355年に見られる有力都市間の同盟とは異なり（Boland ［1946］）、1261年－1262年の
それは、公アンリ３世死去（1261年２月28日）以降、長男アンリ４世期の短命な摂政政治（1261年－1267年）から公弟
ジャン１世の継承に至る、不安定な公政を背景として、諸都市間及び公領全土での結束を目的に結ばれたものであり

（Boland ［1944］ p.282-283/ Van Uytven ［2004b］ p.103-104）、必ずしも公権への対抗を強く意識したものではなかった、と
される（Uyttebrouck ［1975］ t.1, p.473-474/Van Gerven ［1988a］ p.388）。

26）	成果の一端は、1290年から1291年にかけての公ジャン１世からの都市法あるいは自治権の獲得にあったと言えよう（Van 
Uytven ［1966］ p.417-418）。

27）	例えば1261－1262年の都市間同盟において、レウヴェンはジョドワーニュやジヘムのような小都市に対して保護義務を
一方的に負ったのとは対照的に、アントウェルペンやティーネン、ザウトレーウなどとは双務的な協定を結んでおり（Boland 

［1944］ p.286-287/ Van Gerven ［1988a］ p.388）、既にその時点で都市間に一定の序列化が進行していたことが窺える。
28）	これには、13世紀末から14世紀初頭にかけてフランドル諸都市で生起した内乱とそれのブラバント諸都市への波及が

大きく影響していることは疑いない。これについて詳細は、拙著（藤井 ［2007］ p.225-226）を参照されたい。
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【表２】ブラバント諸都市の人口
1374年 人口 　 1437年 人口

1 Bruxells 21,900 1 Bruxells 32,500 
2 Leuven 17,300 2 Mechelen 21,000 
3 ’s-Hertogenbosch 16,400 3 Leuven 18,200 
4 Mechelen 13,000 4 Antwerpen 17,500 
5 Breda 11,100 5 ’s-Hertogenbosch 14,700 
6 Tienen 10,900 6 Tienen 82,000 
7 Antwerpen   7,000 7 Lier   7,900 
8 Nivelles   6,300 8 Nivelles   5,800 
9 Bergen op Zoom   5,400 9 Bergen op Zoom   5,700 
10 Lier   4,800 10 Breda   5,000 
11 Aarschot   4,500 11 Herentals   4,900 
12 Herentals   4,500 12 Turnhout   4,600 
13 Vilvoorde   4,000 13 Geel   4,400 
14 Turnhout   3,800 14 Zoutleeuw   4,000 
15 Zichem   2,700 15 Aarschot   3,700 
16 Overijse   2,500 16 Hilvarenbeek   3,700 
17 Steenbergen   2,400 17 Oisterwijk   3,500 
18 Geel   2,300 18 Roosendaal   3,400 
19 Oss   2,200 19 Oirschot   3,100 
20 Hilvarenbeek   2,200 20 Vilvoorde   3,100 
21 Jodoigne   2,100 21 Tilburg   2,800 
22 Halen   2,000 22 Oosterhout   2,500 
23 Braine-l’Alleud   1,900 23 Zichem   2,400 
24 Wouw   1,900 24 Wouw   2,400 
25 Zoutleeuw   1,800 25 Mol   1,900 

* Van Uytven, R. ［2004d］ p.173 より作成

【表３】ブラバント有力都市の史的変遷（12世紀末－15世紀前半）
アンリ１世期

（12世紀末～13世紀前半）
ジャン３世期

（14世紀前半）
ジャンヌ・ウェンセラス期以降
（14世紀後半～15世紀前半）

1194年（９都市） 1213年（12都市） ７大都市 ４大都市
アントウェルペン アントウェルペン アントウェルペン アントウェルペン
ブリュッセル ブリュッセル ブリュッセル ブリュッセル
レウヴェン レウヴェン レウヴェン レウヴェン
ニヴェル ニヴェル ティーネン ス＝ヘルトーヘンボス
ジャンブルー ジャンブルー ザウトレーウ
ティーネン ティーネン ス＝ヘルトーヘンボス
ザウトレーウ ザウトレーウ ニヴェル
リール リール
ジョドワーニュ ジョドワーニュ

ス＝ヘルトーヘンボス
ジヘム
アールスホット

Favresse ［1938］
p.374-376

Van Uytven ［1987a］
p.118-119

Van Gerven ［1988a］
p.389-390

Godding ［1973］
p.116-117典拠
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［1988a］ p.391）。首座裁判とは、下級法廷が自ら所管する審理を上級法廷へ持ち越して判決を仰ぐ行為
である（藤井 ［2010］ p.91）。この制度は13世紀にブラバント諸都市で成立した後、中世後期を通じて
次第にその制度整備と階層化が進んでいった（Godding ［1973］ p.116: ［1997］ p. 282） 30）。これら７都市
は、経済的側面に加え法的側面においても公領内でその権威（パワー）を確立、拡大したのである 31）。

第２節　４大都市の成長―  「長期の14世紀」 ―

（1）コルテンベルフ顧問院の設立
前述した通り、12-13世紀にブラバント公が都市に特権を与えて優遇策を取ったのは、対貴族政策と

して有効だったからである（Van Uytven ［1976a］ p.120）。そして、14世紀初頭までに法政的権限を強
めた有力都市は、爾後15世紀初頭にかけて、貴族層のみならずブラバント公権に対してさえ強い影響
力を行使するようになる 32）。その端緒となったのは、コルテンベルフ顧問院の設立であった。

ジャン２世はその死の直前1312年９月27日に、コルテンベルフ憲章 La Charte de Kortenberg 33） を公
布し 34）、公領内の安寧秩序を図るための組織として顧問院 Le Conseil de Kortenberg の設立を宣言し
た 35）。これは恒常的な組織ではなかったものの（Godding ［2001a］ p.101-102）、公領における行政、司
法、財政に関する不正・濫用の調査権を備えた会議体であった 36）。構成員に任ぜられたのは４人の騎
士及び10人の都市代表者で、後者の内訳は、レウヴェンとブリュッセルから各３名、アントウェルペ
ン・ス＝ヘルトーヘンボス・ティーネン・ザウトレーウからは各１名の市民というものである 37）。

29）	ジャン３世が1347年に仏王と交わした協定書にも、これら７都市が言及されている、という。ただし、13世紀末から
14世紀前半にかけては、ジャンブルーやリール、メヘレンが名を連ねるなど、これら７都市が決して固定した姿を取っ
た訳ではないこと、また必ずしも常に一体となって行動したのでもないことには留意する必要がある（Godding ［1973］ 
p.113, n.53/Van Gerven ［1988a］ p.391-392）。

30）	首座裁判制度については、一般的な叙述として Hermesdorf ［1954］を参照されたい。なお、中世ブラバントにおける
その史的変遷は、ゴダンの論考（Godding ［1990］: ［1997］）に詳しい。また、モンスとヴァランシエンヌを主軸として展
開されるエノー伯領での首座裁判制度を取り上げた齋藤［2016］も参照されたい。

31）	 1332年以降諸都市の代表者による公代官への査問調査が定期的に行われているのも（Godding ［1973］ p.112）、そうした
動向の一部に加えられよう。

32）	ブルゴーニュ公統治開始前のネーデルラント諸都市と領邦君主の関係は、後者に不利な状態であり続けた。その原因
は、内外の政情不安とそれに起因する不断の財政的要求とが主たるものである（Godding ［1973］ p.112/Blockmans,W. 

［1988b］ p.6）。前注20参照。
33）	その内容は、後に息子のジャン３世やその娘ジャンヌと女婿ウェンセラス公によって再確認されている（Van der Straeten 
［1952］ p.XI）。とりわけ後者が公位継承にあたって公布した1356年の登位令 Joyeuse Entrée, Blijde Inkomst は、その後ブ
ラバント公が代替わりする度に再確認ないし強化されていった（Van Bragt ［1956］ p.7-8）。ヴァン＝アゥトフェンは、こ
のコルテンベルフ憲章を英国のマグナ・カルタ（1215年）に匹敵するものと見なしている（Van Uytven ［1976a］ p.93）。

34）	これは、幼少のジャン３世を次期ブラバント公として諸都市が承認する見返りとしての意味合いを持っていた（Godding 
［1973］ p.111）。なお英仏との関係を含めた、同時期の政治的状況については、Gorissen ［1956］ p.5-15/Avonds ［1970］ p.49-59
を見よ。

35）	コルテンベルフ憲章と顧問院についてここで詳細を述べる余裕がない。ひとまずこれらに関する古典的二著（Van der 
Straeten ［1952］/Gorissen ［1956］）とアーヴォンズの記述（Avons ［1991］ p.232-264）の参照を推奨しておきたい。

36）	従ってコルテンベルフ顧問院は、15世紀に成立するブラバント顧問院（藤井［2010］）の先駆的存在と見なすことがで
きる。なおその役割は、13世紀末以降権限が拡大し定着していくドロッサール（＝セネシャル）という、公権における
高位代官のそれと競合するようになる、という（Smolar-Meynart ［1991］ p.36-37）。ドロッサールについては、拙稿（藤井

［2011］ p.125-127）参照。
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コルテンベルフ顧問院のこうした構成は、同時期におけるブラバント有力都市の政治的権威の高揚
を明瞭に示している。しかもこれに留まらなかった。12歳という幼年のジャン３世が1312年に公位を
襲うに際し、妻マリーの父であるエヴルー伯ロードウェイクそしてギューリック伯ヘラルド、メヘレ
ン領主ベルトハウトの３貴族が後見団を結成したため（Avonds ［1984a］ p.17-27）、その勢力拡大を危
惧した諸都市が一致してそれに異を唱えたのである（Van Uytven ［1976a］ p.99） 38）。そしてわずか数ケ

37）	 «Vort selen wij ende onse nacomelinghe, bi ghemeinen rade van onsen lande, kiesen binnen lands viere ridderen, de orborlecste 
ende de vroedste die men vinden mach, omme slands orbore; ende drie goede liede van Lovene, drie goede liede van Brussele, 
enen goeden man van Antwerpen, enen vans Hertoghen Bosche, enen van Thienen, ende enen van Leuwe.» （Van der Straeten 

［1952］ vol.2, p.13*）.
38）	約半世紀前、病弱な公アンリ４世に代わり、公母アレイドとメヘレン領主ワルテル＝ベルトハウトは、中小領主の反

対を押し切って公弟ジャンを後継者として押し立てた（【図２】参照）。中小領主層と同盟関係を持ったレウヴェンはア
レイド－ジャン派に抵抗したものの、この闘争に敗れ、ジャン１世の登位を承認させられたという経緯がある。この時
点では、ブラバント諸都市はまだ公と有力貴族との政治権力に完全には及ばなかったのである（Van Uytven ［1976a］ p.98）。
しかしながら、コルテンベルフ憲章公布後、ジャン２世が死去して生じた政情不安に際しては、コルテンベルフ顧問院
に参与していた６都市は連携を強め、ブラバント公による特定都市への優遇措置などに断固対処することを決めている

（Godding ［1973］ p.113）。また、ジャン３世が後に発布した確認文書（1332年８月27日）においては、コルテンベルフ顧
問院の構成が見直され、アントウェルペン市民が２名に増員、そして前述した通り、ニヴェル市民１名が追加されてい
る （Van der Straeten ［1952］ vol.2, p.28*-29*）。こうした事実を見ても、14世紀前半には、もはや大小貴族層は７大都市の権
能を無視することはできなくなっているのである （Godding ［1973］ p.120）。

【図２】家系図（12世紀末～15世紀半）　 *  藤井作成

3. アンリ3世(1248-1261)

2. アンリ2世(1235-1248)

1. アンリ1世(1190-1235)

4. アンリ4世(1261-1267)
母アレイド摂政

5. ジャン1世(1267-1294)

6. ジャン2世(1294-1312)

7. ジャン3世(1312-1355)

8. ジャンヌ(1355-1406)
ウェンセラス＝ド＝
リュクサンブール(1355-1383)

9. アントワーヌ(1406-1415)

ブラバント公

フランドル伯

ルイ＝ド＝マール＋マルグリット
(1346-1384)

①フィリップ＝ル＝アルディ(1363-1404)  
＋マルグリット＝ド＝マール

②ジャン＝サン＝プール(1404-1419)

③フィリップ＝ル＝ボン(1430-1467) 10. ジャン4世(1415-1427)11. フィリップ=ド=サン=ポール (1427-1430)

ブルゴーニュ公

* カッコ内の数字は在位期間。

* 下線は兄弟姉妹を示す
* 1. 2. はブラバント公位、①②はブルゴー

ニュ公位の継承順を表す

④シャルル=ル=テメレール (1467-1477)
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月後には再び正式に都市同盟が結成されることとなる。というのも、父公ジャン２世の残した膨大な
借財のため（Van Gerven ［1988a］ p.388-389）、財政逼迫状態だったジャン３世は、債権者によって自領
の都市民が人質に取られ、債務弁済を迫られるという問題を招いてしまったからである。事態を重く
見た諸都市は、1313年７月28日に同盟締結を宣言し 39）、自らの地位と権利の確認を公へ突き付けたの
である。ジャン３世は人質解放のために諸都市へ４万￡の財政援助を求め、その見返りとしてワロン
憲章 Les Chartes romanes を公布し、行財政や貨幣といった諸制度の改革を都市へ約すこととなった

（Lousse ［1932］ p.1-5）。それは、公財政への関与や公代官の任命権を都市の特権として改めて含んで
おり（Boland ［1946］ p.620/Godding ［1973］ p.112）、都市側から見ればコルテンベルフ憲章を補完・補
強するものであった（Van der Straeten ［1952］ t.1, p.135-137）。

（2）４大都市体制の出現―援助金を梃子とした―
1351年末頃にジャン３世の男子継承者ゴドフロワが死去し 40）、残されたのがジャンヌとマルグリッ

ト、マリーの娘３人だったため、再び公政に危機が訪れた。３人は既にそれぞれ、リュクサンブール
公ウェンセラス、フランドル伯ルイ＝ド＝マール、ヘルレ公レイナウド３世と結婚しており、公位の
継承や家領の分割が大きな問題となったのである。ジャン３世は生前の1353年から1354年にかけて、
後継者をジャンヌとその女婿とし、残る２人の娘には一定金額を遺贈することで世継ぎ問題にひとま
ず決まりを着けていた（Van Bragt ［1957］ p.5-8/Avonds ［1984a］ p.187-191）。

しかし事態が簡単に収束することはなかった。ジャン３世が1355年12月５日に逝去すると、再び内
外に混乱を生じたのである 41）。公領内では、長女ジャンヌとその夫ウェンセラスの公位継承に諸都市
が難色を示していた（藤井［2010］p.83）。とりわけブリュッセルは、皇帝家と縁の深いウェンセラ
ス 42） を疎んじたため（Avonds ［1984b］ p.6-7）、ジャンヌは夫と共に諸都市の旧来の特権を再確認する
登位令を1356年２月３日に発することで 43）、共同統治の承認獲得に漕ぎつけるという状況だったので
ある（Van Bragt ［1956］ p.5-7）。

他方、こうした情勢下ジャンヌの妹婿ルイ＝ド＝マールが、ジャン３世の遺産のうち公妃マルグリッ
トの遺留分を追加で要求した。これは、ブラバント公位簒奪を横目に睨んでのことだったことは疑い
ない（Stein ［2004］ p.157-158）。フランドル伯との対立はすぐにブラバント継承戦争へと発展する

（Avonds ［1982］ p.455-456/藤井 ［2007］ p.228-229）。この戦乱はエノー伯ギヨーム５世の仲介によって、

39）	この時締結されたのはレウヴェンを中心とした双務的都市同盟で、この時には「良き都市」にマーストリヒトが加わっ
ている（Boland ［1946］ p.614）。

40）	ジャン３世には、ジャン・アンリ・ゴドフロワの３公子がいたが、前２者は早逝し、ゴドフロワも晩年の父とともに
公政に携わりながらも、父に先立つこととなった。ゴドフロワの没年については、1352年２月という説が有力とされて
いたが、それには明確な論拠がないこと、1351年10月29日付の公令を最後にその名前が見られなくなることをもって、
アーヴォンズは1351年末頃であろう、との見解を示している（Avonds ［1984］ p.183-186）。

41）	 1355年３月に数十の都市や村落、そして８月には騎士層までもが結束を図っている（Godding ［1973］ p.113-114/Avonds 
［1984a］ p.223-224）。これは、ジャン３世死去後の混乱を見越し、公領の一体性を求めてのことであった。

42）	プラハ生まれのウェンセラス（ヴェンツェル）は、皇帝カール４世の異母弟である。
43）	前注33参照。この時登位令交付対象となったのは、アントウェルペン・ブリュッセル・レウヴェン・ス＝ヘルトーヘ

ンボス・ザウトレーウ・ティーネンである（Van Gerven ［1988a］ p.390）。
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1357年６月４日の講和条約で収束するものの（藤井［2010］ p.83）、その過程でメヘレンとアントウェ
ルペンがフランドル伯へ割譲されるなど（Van Uytven ［1991a］ p.59/Godding ［2001a］ p.102） 44）、ブラバ
ント公側は大きな犠牲を払う結果となったのだった 45）。

こうした事情を背景に、1357年の時点まではなお維持されていた７大都市体制の中から 46）、ザウト
レーウ・ニヴェル・ティーネンの経済的後退もあって（Van Gerven ［1988a］ p.396）、やがてレウヴェ
ンとブリュッセルが抜きん出た地位を固めつつ 47）、これにス＝ヘルトーヘンボスとアントウェルペン
が続く、４大都市体制が浮上してくる（Godding ［1973］ p.96） 48）。その原動力は公権への財政援助とそ
の拡大にあった 49）。

前期４都市は、14世紀末から15世紀初頭にかけて、公領内の「地区」Quartier 50） あるいは「メール
管区」 Mairie の中心都市としての地位をジャンヌとウェンセラス両公から獲得し、在地の公役人に対
するいわば職務指揮権を与えられている。これは、援助金拠出という公への財政支援の結果であった

44）	フランドル伯ルイ＝ド＝マールと公女マルグリットの婚姻に際して、父公ジャン３世は1347年に、自らの死去後この
両都市をフランドル伯へ譲る約束をしていたとされ、それもルイ＝ド＝マールの要求の背景になった（Avonds ［1984a］ 
p.191-195）。アントウェルペンは1357年から1406年まで政治的にはフランドル伯領に属したが（Van Gerven ［1988a］ p. 
394）、依然として近隣ブラバント都市との密な商流を行っており、実態は‘ブラバントの経済都市’だったと言っても良
かろう（Van Uytven ［1986］ p.53-54）。

45）	しかし他面で、50年代の危機は都市や封建家臣たちに公領全体を保全するという、連帯意識を醸成させた点も見逃す
ことはできない（Stein ［2004］ p.161）。

46）	 1357年６月１日ジャンヌとウェンセラスは、ブラバント・フランドル対立の仲裁者であるエノー伯の仲裁宣言を遵守
する誓約書を公布したが、その際７大都市とジョドワーニュが下署しているのを見て取ることができる、という（Van 
Gerven ［1998a］ p.393）。

47）	ジャン３世の死去に伴って公政の空白を防ぐべく、1356年にレウヴェン市民は公令を所管する尚書院をテルヴューレ
ンから自都市へ移し（Avonds ［1984a］ p.223-224）、ブリュッセルは玉璽を保管する、という役割を担った（Van Gerven 

［1988a］ p.390）。これらは両都市の公領内での重要度を示す出来事と言えよう。
48）	 1345年のブラバント公ジャン３世と仏王との和解協定においてこれら４都市が言及されており、仏王フィリップ６世

の息子たちがフランス側証人として列席している点から見て、既にこの時点でのブラバント４都市の重要な位置づけが
分かる（Van Gerven ［1988a］ p.395）。なお、４大都市の成長に関する一般的叙述としては、Vander Linden ［1937］, Steurs 

［2004b］を、また個々の都市については、ブリュッセル（Dickstein-Bernard ［1976a･b］: ［1979a］）、レウヴェン（Van Uytven 
［1975］: ［1980］）、アントウェルペン（Blockmans, F. ［1956］/ Doehaerd ［1958］/Van Uytven ［1986］/Van Gerven ［1988b］）、
ス＝ヘルトーヘンボス（Steurs ［1993］ p.337-375）を参照されたい。

49）	法的側面に若干言及すると、前述の如くこれら４都市は既に首座裁判所であったが、やがて上訴審としてだけではな
く、控訴審としての権限も主張し始め（Godding ［1997］ p. 294）、市外市民や都市参事会証書といった制度の濫用も加わっ
て（藤井［2011］: ［2016b］）、ブラバント公権の法的体現者であるブラバント顧問院との間に軋轢も生じるようになる（藤
井［2010］ p.89-93）。ただし、それは本稿の時代射程を外れる15世紀半ば以降のことである。

50）	フランドル３大都市―ヘント Gent・ブリュッヘ Brugge・イープル Ieper ―が14世紀半ばに形成したあの「地区」
Quartier を想起せよ（Nicholas ［1971］ p.152-172:［1992］ p.221-224）。なお、ブラバント公領内の領域管轄の空間配置につ
いては、拙稿（藤井［2016b］ p.38）を参照されたい。

【表４】定期金発行都市とその適用範囲（15世紀前半）
レウヴェン ブリュッセル アントウェルペン ス＝ヘルトーヘンボス

Jodoigne-Hannuit Hoeilaart-La Hulpe-Overijse Herentals Turnhout
Lummen Nivelles Lier
Tienen Overzenne

Tevuren-Vilvoorde

*Van Uytven, R. ［2004e］ p.233 より作成
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（Godding ［1973］ p.116-117） 51）。
「援助金」 aides, beden とは、「…封建君主が家臣や身分制議会の同意を得て徴収する臨時の税…」で

あり、ブラバント公領では14世紀30年代が援助金要請の開始時期と推定され、やがて「…ジャン３世
時代に公の子供の結婚と騎士叙任および公が捕虜となった際の身代金という、３事由の支出をまかな
う場合と定められた」（藤井［2007］ p.252）ことで制度整備が進んでいた。しかしジャンヌ・ウェンセ
ラス両公はその治世期を通じて計８度の援助金を要請し（Moureaux-Van Neck ［1966］ p.66-67）、しか
もかつて1312年のコルテンベルフ憲章で規定されたものとは異なる目的が、しばしば要請の理由となっ
ていた 52）。

その中でも注目すべきは、1374年４月30日に承認された援助金であろう（Moureaux-Van Neck ［1965］ 

p.268-269）。これは「バースヴァイラーの合戦」Batail de Baesweiler における敗北で生じた莫大な身代
金の調達を目途としたものであった 53）。そもそも援助金の割り当ては、聖職者・貴族・都市が各々３
分の１とされ、そのうち都市分については、レウヴェンとブリュッセルが３分の１ずつを負担し 54）、
残る３分の１を他５都市が分担することとなっていた（Moureaux-Van Neck ［1966］ p. 70-75）。そして、
ブラバント継承戦争を理由とした1356年の徴収時においては、既にそうした慣例が崩れ、７大都市の
み総額の２分の１が按分され、更に1374年となると周辺村落を含め７大都市へは総額の８分の７もが
割り当てられたのだった（Moureaux-Van Neck ［1966］ p.72-73）。

しかも援助金をめぐっては、拠出の大幅な負担という面のみに有力都市の重要性が増した訳ではな
い。ブラバント公の徴税責任者は公政における総財務長官ではあったものの、援助金要請と拠出の交
渉過程で都市側は徴税実務を担う権限を獲得し 55）、特に４大都市―レウヴェン・ブリュッセル・アン
トウェルペン・ス＝ヘルトーヘンボス―の両替商が援助金の出納業務を実質的に取り仕切ることで、
公の行財政へ深く関わることとなったのである（Godding ［1973］ p.113） 56）。

51）	なお公への財政支援としては他に定期金支払いがあった。既に13世紀末にはブラバント諸都市はジャン１世から売買
税課税の権利を定期金の対価として獲得している（Van Uytven ［1966］ p.417）。しかもそれ以前は課税の度に公の認可を
必要としたのだが、今や、公への毎年の定期金支払いをもとに、12年から20年の長期に渡って認可され、その後も更新
されたのであった（Godding ［1973］ p.100）。４大都市は自都市を大きく超える範囲で定期金を設定している（【表４】参照）。

52）	本来臨時の税という性質の援助金の徴収目的は、14世紀半ばから15世紀にかけて次第に戦役・債務償還・入市式のよう
に拡大し（Moureaux-Van Neck ［1966］ p.67-69）、都市側の歯止め策―例えば1362年のそれ（Quicke ［1947］ p.103-104） ―
にも関わらず、公財政における重要かつ恒常的な財源になっていく。こうした推移については、拙著（藤井［2007］p. 
252-255）で言及した。

53）	東北部方面への領地拡大策を弄した公ウェンセラスは、ヘルレ公と衝突し、1371年８月22日バースヴァイラーの合戦
で敗れた。多数の家臣と共に自らも捕虜となり、解放された後は捕らわれた家臣たちを助けるための身代金を工面すべ
く、90万ムートン金貨という莫大な援助金を必要としたのである（Godding ［1973］ p.112-113）。なお、この件に関する詳
細は、Moureaux-Van Neck ［1965］を見られたい。

54）	この２都市の地位については前注47も参照。
55）	援助金の問題を含め領邦君主と都市財政との関係については、拙著（藤井［2007］ p.51-56）で論じた。
56）	例えば、ブリュッセルについて見れば、1370年代から15世紀初頭まで、de Froyere という家系が公認の両替商となって

いるのを見て取ることができる（Dickstein-Bernard ［1977］ p.314-321）。また、貨幣製造特権を公と分かち合ってもいる
（Quicke ［1947］ p.356-357）。
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結び―エピローグとともに―

本論文では、君主と都市群との関係が近代国家形成過程に与える影響を考察するための予備的検討
として、ヴァロワ・ブルゴーニュ家の系譜がブラバント公位に入り込んでくる前の15世紀初頭までを
時代射程に据え、有力都市と公権との政治的関係変化を大まかに概観した。以下それを若干のエピロー
グとともに振り返ることで結びに代えたい。

ブラバント諸都市が13世紀に毛織物商工業で成長を開始すると、脆弱な公政権は、強い経済的基盤
を持って立ち現れて来る十有余の共同体に対し、「良き都市」として都市法を授与したり特権を承認す
ることで、都市からの財政支援を仰ぎ、政治的安定を図った。他方で有力都市は、一層の経済的・法
的保障をブラバント公に訴求すべく連携を深めていく。そして、アンリ３世死去による政情不安を背
景に、1261年から1262年にかけて最初の都市同盟を結成したのであった。

13世紀も末になると次第に都市間で成長力格差が生じ、14世紀前半には７大都市―レウヴェン・ブ
リュッセル・アントウェルペン・ス＝ヘルトーヘンボス・ティーネン・ザウトレーウ・ニヴェル―が
浮上してくる。1312年ブラバント公ジャン２世は死去直前に、コルテンベルフ憲章を公布して都市の
政治的権限強化を容認するとともに、公の司法・行政における不正・濫用の調査権限を備え、７大都
市が強く関与する組織としてコルテンベルフ顧問院を設立した。また、公位継承直後のジャン３世も
父公以来積み重なった巨額債務の償還に都市の援助を必要としたため、ワロン憲章を公布することで、
コルテンベルフ憲章を補強する政策を都市に示したのであった。

14世紀半ばジャン３世の後継問題が浮上し、長女ジャンヌとその夫ウェンセラスの登位後には、妻
の遺留分として公領を睨むフランドル伯ルイ＝ド＝マールとの間でブラバント継承戦争が勃発する。
こうした経緯の中、７都市の中から更にレウヴェン・ブリュッセル・アントウェルペン・ス＝ヘルトー
ヘンボスが４大都市体制とも言える状況を現出させていく。これには、上記戦乱と1374年のバースヴァ
イラーの戦いでの戦費調達を目的とする、公からの都市への援助金要求が大きく寄与していた。これ
を契機として４大都市は、ブラバント公の財政に資金面でも制度面でも一層重要な位置を占めること
となるのである。

子供がないまま寡婦となったジャンヌは、公位をルイ＝ド＝マールと妹マルグリットの次男アント
ワーヌに譲り、ここからヴァロワ・ブルゴーニュ家系によるブラバント公権が開始される 57）。その長
男ジャン４世による専断政治と諸都市による反発、その弟フィリップ＝ド＝サン＝ポールによる都市
宥和策の推進と1420年代の市政改革の断行といった推移については、既に別の所で論じた（藤井 ［2007］ 

p.231-232）。そして、フィリップの突然の死（アールツ ［2010］ p.1-40）によって、西方の大公と称せ
られたヴァロワ家第３代のブルゴーニュ公フィリップ＝ル＝ボンがブラバント公位を襲い、そこから
君主と諸都市の関係は全く新たな段階に入ることとなる。筆者はその一部について論じたことはある
ものの 58）、ブラバント都市全体を視野に入れ、しかもフィリップ＝ル＝ボン登位以前の時期をも含む

57）	アントワーヌ公に対する都市の援助金拠出は、1408年から1414年まで計４度行われている（Moureaux-Van Neck ［1966］ 
p.67）。
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詳細な考察にはなお着手できていない。次の課題とする所以である。
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